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空
想
的
社
会
主
義
と
近
代
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
ズ

ム

の

あ
い

だ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

津
城
　
寛
文

　

空
想
的
社
会
主

義
の

歴
史
の

末
尾
で

と

き
お
り
言
及
さ
れ

る
フ

ェ

ビ

ア

ン

協
会
（

一

八
入

四

年
結
成
）

は
、

バ

ー

ナ
ー

ド
・

シ
ョ

ー

の

参
加
と

自

己
宣
伝
に

よ

っ

て
、

広
く
知
ら

れ

て

い

る
。

そ
の

名
称
は
、

古
代
ロ

ー

マ

の

将
軍
フ

ァ

ビ

ウ

ス

が

カ

ル

タ

ゴ

の

将
軍
ハ

ン

ニ

バ

ル

を

持
久
戦
法
で

悩

ま
せ

た

故
事
に

因
み

、

若
い

知
識
人
た

ち
の

漸
進
主

義
の

理

想
を

表
現
し

た

も
の

と

さ

れ
る
。

命
名
者
は

フ

ラ

ン

ク
・

ポ

ド

モ

ア

で

あ
っ

た
。

こ

の

ポ

ド
モ

ア

は

ま
た
、

近

代
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ
ズ
ム

の

伴
走
者
で

あ
る

心
霊

研
究
協
会
の

設
立

（

一

八
八

二

年
）

に
、

最
若
手
の
一

人

と
し

て

参．
画
し

た

人

物
で

も
あ

り
、

の

ち

に

大
部
の

『

ロ

バ

ー

ト
・

オ

ー

ウ

ェ

ン

伝
』

2
九

Q
六）

も

ま
と

め
て

い

る
。

そ
し
て

当
の

オ
ー

ウ
ェ

ン

も、

最
晩

年
の

ス

ピ
リ

チ
ュ

ア

リ

ズ

ム

へ

の

傾

倒
が

し

ば
し

ば

言
及
さ
れ

る
。

そ

の

他、

ア

ン

ナ
・

キ
ン

グ

ズ

フ

ォ

ー

ド
や

ア

ニ

ー
・
ベ

ザ
ン

ト
と
い

っ

た
、

の

ち
に

神
智
学
協
会
の

第
二

世

代
を

代
表
す
る

こ

と
に

な
る

女
性
た

ち

も
、

一

時
期
フ

ェ

ビ

ア

ン

協
会
で

自
ら
の

道
を

模
索
し
て

い

た
。

空
想
的

社

会
主

義
と
近

代
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
ズ
ム

、

神
智
学
協
会
そ
の

他
は
、

一

見

別
物
な
が

ら

こ

の

よ

う
に

所
々

で

接
点
が
あ
る

。

　

資
本
主

義
の

興
隆
期
に

ほ

ぼ
同
時
に

現
わ
れ
た
近
代
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

ズ

ム

と

近

代
マ

テ

リ
ア

リ
ズ
ム

は
、

互
い

の

反
転
像
と

言
わ

れ
る
よ

う

に
、

世
界
観
と

し
て

は
真
逆
の

思
想
と

し
て

表
現
さ
れ
な
が
ら、

政
治
経

済

思
想
と
し

て

は、

ど
ち
ら
も
社
会
主
義
の

傾
向
を
帯
び

て

い

た
。

近
代

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ
ズ
ム

と

社
会
主
義
の

連
続
は、

空
想
的
社
会
主

義
と

い

う

接
点
に

、

見
え
や

す
い

形
で

辿
る

こ

と

が

で

き
る

。

そ
れ

が

示
唆
す
る

の

は
、

新
た
な
社
会
の

構
想
と
、

新
た

な
信
仰
の

探
究
は
、

不
可
分
の

関

係
に

あ
り、

新
た

な
社
会
は
よ

り
高
い

規
範
を
必
要
と

す
る
、

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

　
「

監
獄

的
」

「

恐
怖
政
治
的
」

等
々

と

形
容
さ
れ

た

社
会
主

義
・

共
産
主

義
の

実
験
が
一

九

九
〇

年
以

降
次
々

と

白
壊
し

、

今
ま

た

「

略

奪
的
」

「

カ

ジ

ノ

的
」

等
々

と

形

容
さ
れ

る

金
融

資
本
主

義
の

実
験
が

自
壊
し
よ

う
と

し

て

い

る

と

き、

随
所
で

模
索
さ

れ

て

い

る

の

は
、

い

っ

た
ん

は
片

隅
に

追
い

や

ら
れ

た

そ
の

よ

う
な
社
会
秩
序
と

宗
教
信
仰
の

改
訂
作
業
の

よ

う
で

あ
る

。

　

空

想
的
社
会
主

義
に

お
い

て

も、

近

代
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ
ズ
ム

に

お
い

て

も、
「

善
い

社
会
」

の

ビ

ジ

ョ

ン

が
さ
ま
ざ
ま
に

展
開
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

ビ

ジ
ョ

ン

を

最
も

大
き
な

尺
度
で

考
え
る

に

際
し

て、

二

つ

の

軸
が

浮
か

び
上
が
っ

て

く
る

。

一

つ

は
、

宇

宙
全

体
を

支
配

す
る

原
理
を
、

善

意
と
見
る

か
否
か
と
い

う
軸

。

も
う
一

つ

は、

死

者
の

居
場
所
を
考
慮
す

る

か

否
か、

と
い

う
軸
で

あ
る

。

ユ

ー

ト
ピ

ア

ン

は
、

定
義
上
、

多
様
性

の

度
合
い

は
異
な
っ

て

も
、

字

宙
全
体
を
支
配
す
る

善

意
の

秩
序
が

あ
る

と

確
信
し

て

い

る
。

ダ
ン

テ

か
ら

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

ボ

ル

グ
、

ス

ピ

リ

チ
ユ

ア

リ

ズ
ム

ま
で

は
、

こ

れ
も
定

義
上、

死
者
の

存
在
を

前
面
に

出
し

て

い

る
。

　
こ

の

二

軸
を
組
み
合
わ
せ

る
と
、

特
徴
的
な
四

つ

の

世
界
観
が

現
わ
れ

る
。

一

つ

め
は
、

悪
意
の

抑
圧
（
あ
る

い

は

善
意
の

不
在
）

が

支
配
す
る
、

生
者
だ

け
の

世
界

。

二

つ

め

は
、

悪
意
の

抑
圧
（
善
意
の

不
在）

が
、

現

世
も
来
世
も
支
配
す
る
世
界

。

三

つ

め

は
、

善
意
の

秩

序
が
支
配
す
る、

生

者
だ

け
の

世
界

。

四
つ

め

は
、

現
世
も
来
世
も、

善
意
の

秩
序
に

よ
っ

て

支
配

さ
れ

る

世

界
で

あ
る

。

一

つ

め

と
二

つ

め

を、

「

善
い

世

界
」

と

考
え
る

人
は

な

い

が
、

三

つ

め

と

四

つ

め

に

は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
「

善
い

世

396（1118）
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界
」

と

考
え
る

人
が

い

る
。

な
お
、

現
世
と

来
世
で

秩
序
の

善
意
と

悪
意

が

異
な
る

と

す
る

思
想
も
あ
り

、

た

と

え
ば

現
世
は

邪
悪
な
秩

序
が
支
配

し
、

来
世
を

善
良
な
秩
序
が

支
配

し
て

い

る
、

と

考
え
た
り
（
グ

ノ

ー

シ

ス

の
一

部

な
ど
）

、

現
世
は

楽
し
く、

来

世
は

暗
い

世

界
で

あ
る
、

と

考

え
た

り
す
る

（

古
代
ユ

ダ
ヤ

な

ど
）

。

　
「

善
い

社
会
」

の

思
考
実

験
が

教
え
る

教
訓
は
、

全
体
社

会
の

最
低
限

の

秩
序
（
合
法
性）

を

裏
付
け
る

最
終
的
な
審
級
が

求
め

ら

れ
、

そ
れ
は

「

人

類
」

「

新
」

「

普
遍
」

「

宇
宙
」

等
々

の

形

容
詞
を

持
ち
な
が
ら

、

「

宗

教
」

と

呼
ば
ざ
る

を

得
な
い

よ
う
な
も
の

と

な
る

、

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
に

み

る

流
行
神

　
　

　
中
国
の

「

受
験
の

神
」

を
め
ぐ
っ

て

ー

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

黄
　
　
緑

萍

　

中
国
で

は
、

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

の

普
及
に
よ

り、

そ
の

ユ

ー

ザ
ー

数
は

現
在
五
・

三

八

億
に
も
上
る

と
い

う
。

イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト

は
、

あ
ら

ゆ

る

分
野
に

大
き
な
影
響
を

及
ぼ

し
て

お
り、

も
ち
ろ

ん

宗
教
も
そ

の

例
外
で

は

な
い

。

二

〇

〇
九

年、

女
性
歌

手
の

李

宇
春
を
モ

デ

ル

に
作
ら

れ
た

「

春
哥
」

と
い

う
「

受
験
の

神
」

が

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

現
れ

た
。

二

〇
〇

五

年
八

月、

二

十
一

歳
の

李
宇
春
は、

湖
南
テ

レ

ビ

の

歌
謡
コ

ン

テ

ス

ト

「

超
級
女
声
（
ス

ー

パ

ー

ガ
ー

ル

ご

で

優
勝
し
た

。

彼
女
は

そ
の

後
、

ポ

ッ

プ
ス

歌

手
と

し
て

活
発
な
活
動
を
続
け
て

い

る

が、

二

〇

〇

八

年
に

な

る

と
、

彼

女
に

因
ん
で

、

「

春
哥
」

（
日
本
語
の

意
味
は
「

春
兄
」）

及
び

「

春

哥
を

信
じ
れ

ば

試
験
に

落
ち
な
い
」

な
ど
の

文
句
が

ネ
ッ

ト
上
で

流

行
り
出
し
た

。

さ

ら
に

翌
年
に

は

ウ

ェ

プ

サ
イ

ト
「

豆

瓣
網
」

が

登

場

し
、

そ
の

中
の

「

春
哥
廟
」

と

称
す
る

祈
願
サ
イ
ト
に

は、

現
時
点
ま
で

七

千
件
以
上
の

祈
願
が

掲
載
さ
れ

、

そ

の

大
半
が

受
験
に

関
す
る
祈
願
で

あ
っ

た
。

「

春
哥
」

の

出

現
を

皮
切
り
に

、

以
後
「

範
進
」

、

「

考
神
」

な

ど

「

受
験
の

神
」

と
呼
ば

れ
る

神
々

が

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
上
に

次
々

と

現

れ
、

人

々

の

祈
願
対
象
と

さ
れ
る

と

同
時
に、

メ

デ

ィ

ア

か
ら
も
注
目
を

集
め

て

い

っ

た
。

　
こ

れ

ら
の

「

受
験
の

神
」

に

関
し
て

は
、

新
た

な

社
会
現
象
と
し
て

中

国
の

学
者
が

関
心
を
寄
せ

て

い

る
。

し
か

し
そ
の

流
行
の

過
程
と
メ

カ

ニ

ズ

ム

に

言
及
す
る

研
究
は

、

管
見
の

及
ぶ

限
り
ま
だ

現
れ
て

い

な
い

。

本

研
究
は

、

こ

の
一

連
の

「

受
験
の

神
」

を

イ
ン

タ

ー

ネ
ッ

ト

時
代
の

流

行

神
と

し
て

取
り
上

げ
、

宮
田
登
に

よ

り

提
唱
さ
れ
た

流
行
神
の

定
義
に

則

り
（

宮
田
登

「

流

行
神
」

大
塚
民
俗
学
会
編
『

日
本
民
俗
事
典
』

　一

九
七

二
、

五

八

四
）
、

先
行
研
究
（
宮
田
登
『

近
世
の

流

行
神
』

一

九
七
二

、

鈴

木
岩

弓
『

「

流
行
神
」

の

形
成
と

そ
の

展
開
に

関
す
る

実
証
的
研

究

中
国
地
方
の

事
例
を
中

心
に

』

一

九

九
二
）

に
よ

っ

て

指
摘
さ

れ

た
、

従

来
日
本
に

見
ら
れ

て

き
た

流
行
神
現
象
と

比
較
し
な
が
ら
、

中
国
に

お

け

る
「

受
験
の

神
」

の

展
開
過
程
や
特
徴
を
明
ら
か
に

し
、

イ

ン

タ

ー

ネ
ッ

ト
時
代
に

お

け
る

流
行
神
の

特
徴
と

信

仰
の

傾
向
を
考
察
し
た

も
の

で

あ

る
。

　

具
体
的
に

は

「

受
験
の

神
」

と

さ
れ
る

神
々

の

展
開
過
程
を

ま
と

め
、

「

春
哥
」

に

対
す
る

祈
願
の

件
数、

行
為、

内
容
を
め

ぐ
っ

て

考
察
を

行

つ

た
。

こ

れ
を
こ

れ
ま
で

宮
田
と

鈴
木
に

よ
り
報
告
さ
れ
た

従
来
の

流

行

神
と
比
較
し
た
結
果、

中
国
の

「

受
験
の

神
」

の

特
徴
は

以
下
の

三

点
に

ま
と
め

る

こ

と
が
で

き
た
。

〈

 
急
速

な
は

や
り
と

数
多
く
の

祈
願
者
〉

ど
の

析
願

サ
イ
ト

も
開

設
さ
れ

た

後
す

ぐ
に

非
常
に

多
く
の

人
々

に

よ

り
、

数
多
く
の

祈
願
が

書
き

込
ま

れ、

急

速
に

流
行

り
出

し
た

。

そ

の
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